DNS（Domain Name System）

■ドメインネーム（Domain Name）
　IPアドレスだけだと人間にとってわかりにくいので、よりわかりやすくするために文字列でアドレスを表現します。これをドメイン名といいます。例えば、192.168.1.2の代わりにwww.yahoo.co.jpと覚えやすいわけです。DNSは、最上位を「．」（ドット）で表します。その下に木構造を作ります。それぞれの分岐点に名前をつけます。枝先にも名前をつけて、枝先から順にルートへ向かって「.」ドットで連結します。これがドメインネームです。
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■ドメイン・ネーム・システム・ゾーン（Domain Name System Zone）

　DNSゾーンは、管理を委譲された範囲を指します。例えば、hoge.ne.jp.というドメインネームを取得したとすれば、hoge.ne.jp.のドDNSゾーンを管理することになります。このDNSゾーンの管理には、個々のホストのドメインネームに対応するIPアドレス、サブドメインゾーンの管理委譲も含みます。例えば、host1.hoge.net, host2.hoge.ne.jp…などに対するIPアドレスの管理と、sales.hoge.ne.jp、dev.hoge.ne.jpなどのサブドメインゾーンを他の委譲管理です。

■名前解決（Domain Name Resolution）
　実際の通信は、IPアドレスで行われます。そのためにドメイン名をIPアドレスに変換する必要があります。ドメイン名から実際のIPアドレスへ変換することを名前解決と言います。インターネットができた初期には、各ホストにhostsファイルを用意しておいて対応付けしていました。インターネットが広がると一つの場所ですべてのアドレスを管理するのが不可能になりました。

　そこでDNSという考え方に基づいて、名前解決を分散的に行うようシステムが考え出されました。DNSの考え方の根底にあるのはドメインゾーンの管理権限を委譲することです。ドメインゾーンの管理を委譲することによって自分の管理下のドメインゾーンを管理さるか、自分で管理します。委譲されたほうは責任をもってその部分の名前解決を外部から受け付けます。この仕組みで処理が一部に集中しないスケーラビリティが高いシステムが出来上がっています。

■DNSサーバによる名前解決

　それぞれのDNSゾーンのネットワーク用にnameserverを立てて管理します。foo.comドメインのユーザがホームページを見るとしましょう。例えば、host.foo.comが、www.hoge.netと通信をすることを考えます。URLのドメイン名のIPアドレスを調べる必要があります。www.hoge.netのIPアドレスをhoge.netドメインゾーンを管轄するネームサーバに尋ねると教えてくれるのですが、このネームサーバ自体のIPアドレスを知りません。ですから、IPアドレスが最初から必ずわかっているルートサーバからたどって行きます。ルートに.net.ドメインゾーンを管轄するネームサーバのIPアドレスを問い合わせます。その.netを管轄するネームサーバに聞けば、hoge.netを管理しているサーバを教えてくれます。なぜならそのnet.ドメインゾーンのネームサーバは、hoge.netのネームサーバにドメインゾーンの管理を委譲しているからです。委譲するということはそのネームサーバのIPアドレスを知らせてもらうということも含むからです。これで、hoge.netのネームサーバにwww.hoge.net.のIPアドレス尋ねることができるわけです。次にhoge.netのネームサーバがもつ情報を示します。ネームサーバはこれを参照します。


[image: image2]■ルートネームサーバ
　最上位（ルートドメイン）を管理するDNSサーバです。TLDを管理します。未知のドメインに対する問い合わせは、ルートから始まりますので大変重要なサーバです。世界で１３サイト用意されています。ヒントファイルを配布されています。自分のドメインにDNSサーバを立てる場合は、ルートのゾーンに対しての問い合わせは、ルートサーバのIPアドレスに対して行うようにします。次にヒントファイルの一部を示します。
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　DNSクライアントをリゾルバと呼びます。また、DNSサーバをネームサーバと呼びます。問い合わせには、2種類あります。ドメイン名からIPアドレスを引くことを正引きといいます。また、IPアドレスからドメイン名を引くことを逆引きとよびます。正引きも逆引きも同じドメイン名木構造に属します。逆引き情報は、in-addr.arpaと呼ばれる特殊なTLDに用意されています。例えば192.168.1.3の逆引きは、3.1.198.192.in-addr.arpaという形で登録されています。それを引くとIPアドレスに対応するドメイン名が登録されています。

■TLD（Top Level Domain）

トップレベルのドメイン名には、gTLD, iTLD, ccTLDなどがあります。次に例をいくつかを示します。

	ｇTLD

iTLD
	generic Top Level Domain

international Top Level Domain
	com edu gov mil net org int aero coop biz info museem name pro

	ccTLD
	country code Top Level Domain
	.jp .kr .cn .bk .tw .ca .ukなど


■DNS問い合わせ
　名前解決とは、ドメイン名を対応するIPアドレスに変換することです。問い合わせの繰り返しIPアドレスをドメインゾーンを管理するサーバから返してもらいます。

　次にDNS問い合わせの様子を示します。自分のドメインのDNSサーバへ問い合わせを行います。同じドメインの場合は、このDNSサーバが対応するIPアドレスを返します。問い合わせのドメインが外部の場合は、まずルートネームサーバへ問い合わせを行います。それから順に委譲されているネームサーバに対して問い合わせを行います。最後に目的のドメインゾーンを管理するDNSサーバにたどり着きます。このサーバがIP実際のIPアドレスを返してきます。
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■まとめ

　インターネットは、TCP/IPプロトコル群が提供するプロトコル・レイヤー構造が提供するインターフェイスに基づきコンピュータネットワークを構築したものです。それぞれの同じ組織のネットワークまとめASという単位にして、それを世界規模でつなげたものです。インターネットアーキテクチャの階層構造の層を独立する考え方のおかげで、隣接する上位層は下位層の使い方だけがわかっていれば通信が行えます。また、同じ層のプロトコル同士は、下位層を意識することなく通信を行えるわけです。TCP/IPで通信を行うホストには、IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、ネームサーバのアドレスを設定します。通信を行うにはプロセスにTCPかUDPのポート番号を指定して行います。

　またインターネットの基幹サービスであるDNSがあります。IPアドレスだけでは利便性が悪いため、DNSを介してIPアドレスとドメイン名の対応を行います。DNSは、ルートサーバを中心に分散システムを構成しています。ルートサーバのIPアドレスがわかれば他のドメインゾーンの名前解決が行えるようになっているわけです。

　このセクションでは、インターネットを取り巻く技術の説明を行いました。ネット上のホストにどのような設定が必要か、またなぜそのような設定が必要なのか理解できたと思います。DNSの基本的な動きも理解できたと思います。このような周りの技術の上に成り立っているのが各種サーバアプリケーションが提供するサービスです。

 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



．（ルート）





com





jp








in-addr








arpa








ne








co








hoge








hoge








hoge.net.      IN SOA  ns.hoge.net. root.ns.hoge.net. (


                                        2004101101              ; serial


                                        28800                   ; refresh


                                        14400           ; retry


                                        3600000         ; expiry


                                        86400 )         ; minimum





                        IN NS    ns.hoge.net.


                        IN MX 10 mx.hoge.net.





ns.hoge.net.           IN A    192.168.1.100


mx.hoge.net.           IN A    192.168.1.200


www.hoge.net.          IN A    192.168.1.250





.                        3600000  IN  NS    A.ROOT-SERVERS.NET.


A.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     198.41.0.4


;


; formerly NS1.ISI.EDU


;


.                        3600000      NS    B.ROOT-SERVERS.NET.


B.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     192.228.79.201


;


; formerly C.PSI.NET


（中略）


.                        3600000      NS    L.ROOT-SERVERS.NET.


L.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     198.32.64.12


;


; operated by WIDE


;


.                        3600000      NS    M.ROOT-SERVERS.NET.


M.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     202.12.27.33


; End of File





A.ROOT-SERVERS.NET.～M.ROOT-SERVERS.NET.





host.foo.com





ns.hoge.net





A.ROOT-SERVER.NET





foo.com





hoge.net





ROOT-SERVER.NET.








198.41.0.4





www.hoge.net





A.GTLD-SERVERS.NETnet





GTLD-SERVERS.NET





ns.foo.com





ns.hoge.net


192.168.1.200





www.hoge.net 


192.168.1.250





A.GTLD-SERVERS.NET


192.5.6.30





ヒント：


ROOT-SVR 


198.41.0.4





①





②





③





④





⑤





ROOT DNSサーバ





www.yahoo.co.jpの�IPアドレスを知りたい





[.jp]のＤＮＳサーバ





[co.jp]のＤＮＳサーバ





[yahoo.co.jp]のＤＮＳサーバ





yahoo.co.jp.	IN NS	dnsg01.yahoo.co.jp.


yahoo.co.jp.	IN MX 10	mta02.mail.yahoo.co.jp.





www.yahoo.co.jp	IN A	203.141.35.113


mta02.yahoo.co.jp	IN A	211.14.13.193





.jp .uk .kr .fr….com .net .biz…


の管理をしているサーバを知っています。





co.jp ne.jp ac.jp…の管理をしているサーバを知っています。





yaoo.co.jp, msn.co.jp…を管理をしているサーバを知っています。





yaoo.co.jpは、私が管理してます。





[hogehoge.com]の�DNSサーバ





MACアドレス





インターネット





ポート番号





HTTP





GET





OK





アプリケーション





IPアドレス











ネットワーク�インターフェイス





トランスポート
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